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会  議  録 （１） 

会 議 の 名 称 平成２７年度 第４回入間市総合教育会議 

開 催 日 時 
平成 ２８年３月２３日（水） 

午後１時１５分  開会、午後３時３５分  閉会   

開 催 場 所 入間市役所５階：第４委員会室 

議 長 氏 名 - 

出席委員(者)氏名 田中龍夫、西澤泰男、河村佳樹、青山友子、橋本清美、髙山茂 

欠席委員(者)氏名 なし 

説明者の職氏名 
企画部長 田中利之、企画部参事 鳥山政之、企画課主幹 浅見泰志 

教育総務部参事兼学校教育課長 早川等 

会 議 次 第 

(公開・非公開の別) 

（すべて公開） 

１．開 会 

２．挨 拶 

３．報告事項 

（１）入間市総合計画・前期基本計画（素案）について 

（２）入間市行政改革大綱（原案）について 

（３）入間市まち・ひと・しごと創生総合戦略（原案）について 

（４）入間市公共施設等総合管理計画（原案）について 

（５）平成28年度教育関係予算のポイントについて 

４．協議・調整事項 

（１）今後の教育行政における課題について 

 ○ いじめや非行の状況と対応について 

○ 学力向上の取り組みについて 

○ 今後の子ども施策の方向性について（時間の関係で中止） 

○ 学校施設の整備、利活用の推進に向けて（時間の関係で中止） 

（２）その他 

 ○ 今後の会議活用に向けて（時間の関係で中止） 

５．その他 

６．閉 会 

傍 聴 者 数 なし 
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配 布 資 料 

・入間市総合計画 前期基本計画（素案）＜概要版＞ 

・入間市行政改革大綱（原案） 

・入間市人口ビジョン（原案）ダイジェスト版 

・入間市まち・ひと・しごと創生総合戦略（原案）ダイジェスト版 

・入間市公共施設最適化基本方針（概要版） 

・平成２８年度施政方針 

・いじめ問題関係資料 

関係者職氏名 

教育総務部長 岩田武利、教育総務部参事兼教育総務課長 宮岡隆、 

教育総務部参事兼学校教育課長 早川等、教育総務課主幹 鹿山泰隆 

生涯学習部長 福田光嘉、生涯学習部次長 新見輝明 

事務局職員職氏名 
企画部長 田中利之、企画部次長 長谷川芳明、企画部参事 鳥山政之 

企画課主幹 浅見泰志、企画課主幹 宮澤昌樹、企画課主事 齊藤正文 

会議録作成方法 要点筆記 
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会  議  録 （２） 

議事の概要（経過）・決定事項 

 

＜報告事項＞ 

１ 入間市総合計画・前期基本計画（素案）について 

２ 入間市行政改革大綱（原案）について 

３ 入間市まち・ひと・しごと創生総合戦略（原案）について 

４ 入間市公共施設等総合管理計画（原案）について 

５ 平成28年度教育関係予算のポイントについて 

 

＜協議・調整事項＞ 

今後の教育行政における課題について 

  １ いじめや非行の状況と対応について 

    いじめ問題が発生した場合、基本的には、必要に応じて「いじめ対策委員会」等を

開催するなどして対応する。また、重大事態が発生した場合には「いじめ問題調査審

議会」において調査する場合もある。ただし、重大事態に発展する前に、いじめが発

覚した時点で即座に対応することが重要である。 

 

２ 学力向上の取り組みについて 

  入間市では、小中一貫教育を推進し、様々な取り組みをしている。また、教師のス

キル向上や生徒が自ら進んで勉強するような環境づくりに努めていく。 

 



 

4 

 

会  議  録 （３） 

発 言 者 発 言 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

田中部長 

 

浅見主幹 

 

 

田中部長 

 

 

 

高山委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（委員及び事務局の発言が行われた部分のみ記述する） 

１ 開会 

 

２ 挨拶 

 

３．報告事項 

（１）入間市総合計画･前期基本計画（素案）について 

説明をした後、質疑を受けたいと思います。よろしくお願いします。 

 

（４つの重要計画の関係性について説明） 

（「入間市総合計画 前期基本計画（素案）＜概要版＞」について説明） 

 

これから質疑を受けたいと思います。説明のあった総合計画 前期基本

計画の第２章が、教育振興基本計画と直接関わりがあるため、整合に向け

て理解を得たいということです。何かございましたらお願いします。 

 

第２章の「学びあいのまちづくり」に焦点を当てて説明されています

が、教育の大きな目的は人格の完成であって、第１章から第７章のすべて

の部分に関係があります。そのことも念頭において進めてもらわなければ

なりません。 

もう一点、「香り豊かな緑の文化都市」を強調していますが、文化とは

何か、以前から考えています。人によってとらえ方が違うと思いますが、

文化水準が高いかどうかのバロメータの 1つに、ごみが落ちているかいな

いかなど、環境の状況もあるのと思います。色々なところにごみが散らか

っており、いくら注意しても直らないのでは、果たして文化的な町でしょ

うか。 
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発 言 者 発 言 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田中部長 

 

 

田中市長 

 

 

西澤教育長 

 

 

田中市長 

 

 

 

田中部長 

 

 

鳥山参事 

 

また、道徳・倫理感・人権感覚･人権意識といったものが文化に結びつ

いていると思います。第 1章の「つながりを大切にしたまちづくり」で、

人権・コミュニティ･交流をうたい、第 1に人権の尊重に取組むという事

は非常に大切な事です。住みやすさが実感できるまちづくりをするには、

人権感覚・人権意識を重点に置いた方がいいのではないかと思います。 

住みやすさについては、７つの章のうち、福祉と教育が中核をなすと思

っています。住みやすさが実感できることを大々的に取り上げていくこと

が人口減少対策になると思います。 

 

ただいまの発言は感想ということで承ります。 

他にございますか。 

 

先ほど教育長は、入間市の教育を一言で言うと何とおっしゃいました

か。 

 

「教育を大切にするまち入間」です。第２節「学校教育の充実」の中に

も入れていただいています。 

 

｢元気な子供が育つまち｣「教育を大切にするまち入間」｢みんなでつく

る住みやすさが実感できるまち入間｣など、キャッチコピーがたくさん出

てきましたが、整理しなければ市民が迷ってしまいます。 

 

そこは、もう１度整理させて頂きます。 

次に、行政改革大綱について説明願います。 

 

（「入間市行政改革大綱（原案）」について説明） 
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発 言 者 発 言 内 容 

田中部長 

 

 

 

 

鳥山参事 

 

 

 

田中部長 

 

浅見主幹 

 

 

田中部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青山委員 

 

行政改革大綱の話をしていただきましたが、今までの経費の削減に加え

て、仕事の仕方を変える、施設の運営を変えるといった内容も含まれてき

ますのでご理解ください。 

次に、まち・ひと・しごと創生総合戦略についてお願いします。 

 

（「入間市人口ビジョン（原案）ダイジェスト版」について説明） 

（「まち・ひと・しごと創生総合戦略（原案）ダイジェスト版」について

説明） 

 

続いて、入間市公共施設等総合管理計画についてお願いします。 

 

（入間市公共施設等総合管理計画について「入間市公共施設最適化基本方

針[概要版]」を基に説明） 

 

これまでに、４つの計画の説明をしていただきました。もう一度整理す

るために、「入間市総合計画 前期基本計画（素案）＜概要版＞」の５ペ

ージからの「施策体系」をご覧ください。６ページに「計画の実現に向け

て」とありますが、この部分が行政改革にあたります。さらに、この中の

第２節「公共施設の最適化」が公共施設等総合管理計画にあたります。そ

れを、それぞれ具体化したものが、この３つの計画であります。 

もう一つの「まち･ひと･しごと創生総合戦略」は国が進めており、人口

ビジョンを見直し、今後５年間の人口減少対策をたてるというものです。 

４つの計画は以上のような関係になっております。 

何かわからない所があればお受けします。 

 

「職員の意識改革」という言葉が何回か出てきます。あたりまえのこと

なのですが、実はそれが一番難しいのではないかと私は思います。意識改
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発 言 者 発 言 内 容 

 

 

鳥山参事 

 

 

 

 

 

田中市長 

 

 

 

 

 

 

 

田中部長 

 

 

鳥山参事 

 

 

田中部長 

 

 

 

 

革は具体的にどのように進めていくのでしょうか。 

 

行政改革大綱は、基本的な考え方だけを示しております。これとは別に

「人材育成基本計画」というものがあり、その内容が概ね反映されるだろ

うと考えています。 

行政改革は大綱案を基に、個別の計画を具体的に配置していきますの

で、その中で改めて明らかにさせていきたいと思っております。 

 

意識改革は大変ですが最も重要なことだと思います。例えば、職員を１

割削減するのが目的なのではなく、モチベーションを高め、いかに効率的

に仕事をするか、ということが目的です。子供についても、教育委員会の

子供でも、市長部局の子供でもなく、みんなの子供だという意識を持つべ

きです。このように、色々な部分で意識改革することが大事です。意識改

革をするという全員の共通認識がなければなりませんし、意識を変えてい

くための工夫が大事だと思います。 

 

では、「平成２８年度教育関係予算のポイント」について説明をお願い

します。 

 

（平成２８年度教育関係予算のポイントについて「平成２８年度施策方

針」を基に説明） 

 

補足ですが、３ページをご覧ください。一般会計予算の総額が４０３億

６７００万円ですが、その内訳として「市債」が約３０億円あり、これは

借金です。また、「その他」の４７億６１３９万円には、市の貯金にあた

る財政調整基金３３億円のうちの１１億円が含まれます。このようにやり

くりをしながら予算編成したという状況です。そんな中で、教育の費用に
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発 言 者 発 言 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

早川参事 

 

 

田中部長 

 

 

青山委員 

 

 

早川参事 

 

 

 

田中市長 

 

早川参事 

 

田中市長 

 

早川参事 

ついては先ほど説明があったとおりです。 

次に協議調整事項ですが、時間の関係で次第にある４項目のうち、「い

じめや非行の状況と対応について」と「学力向上の取組みについて」の２

項目のみとさせていただきます。 

いじめや非行の状況と対応について、早川参事から説明をお願いしま

す。 

 

（いじめ問題に対する学校での対応、重大事態が発生した場合の対応につ

いて、いじめ問題関係資料を基に説明） 

 

ただいまの説明について、確認したいこと、質疑等がありましたらお願

いします。 

 

迅速性が求められると思いますが、入間市教育委員会がいじめ問題調査

審議会に諮問してから調査までの期間はどれくらいを想定していますか。 

 

事案、状況により変わってきますが、事態が発生したらすぐに一報を入

れるなどして、いつでも集まれるような体制を作っておくなど、迅速な対

応をしたいと思っています。 

 

虐待についてはどうなっていますか。 

 

児童相談所に通告することになっています。 

 

入間市の小中学校のいじめの実態はどのような状況ですか。 

 

ゼロとは言い切れませんが、何か問題があったときに早期発見、早期解
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発 言 者 発 言 内 容 

 

 

 

田中市長 

 

早川参事 

 

 

 

 

 

田中市長 

 

 

青山委員 

 

 

高山委員 

 

 

 

西澤教育長 

 

 

 

 

 

決することが我々の重大な役目であり、解消率を上げることが重要です。

平成２６年度の調査において、入間市では解消率１００％です。 

 

解消率は１００％ということですが、発生件数はどのくらいですか。 

 

小・中別で、２０～３０件です。内容としては、冷やかし、からかいな

どもありますが、最近はインターネットでのトラブルもあります。 

各校の組織の中で解決を図り、最終的に解消するまで指導できていると

いうことです。また、他市にはあまり無いことですが、解消後も卒業ま

で、毎学期追跡調査をしております。 

 

子供はいじめている意識が無くいじめてしまっている場合があります。

それに気づくというのはなかなか難しいと思います。 

 

 悪ふざけからいじめに変わることについては、先生がアンテナを高くし

て見極めるということが重要です。 

 

 先生が１人ではなく先生同士の意見交換をしながら対応できるような雰

囲気作りも大切です。また、生徒が先生に相談しやすいように、普段から

生徒と先生の関係作りは欠かせないと思います。 

 

 いじめは、先生が見ているところで行われることはほとんどありませ

ん。見えないところで行われてきたいじめが、何かのきっかけで分かった

時点で、すぐに重大事態だと思って対応するということが最も重要です。 

 そのために、学期に１回の調査や、面談等を行っています。その時に本

人がいじめの事実を言わなくても、他の子から聞きだせる場合もありま

す。このように、分かった時点でいかに動けるか、ということが最も重要
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発 言 者 発 言 内 容 

 

 

田中市長 

 

 

 

河村委員 

 

 

 

 

西澤教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

だと思います。 

 

 例えば、アンケートで「好きな教科は何ですか」という問題を作り、そ

れに対して「何も無い」という回答であったらいじめを疑うというような

仕掛けも必要かと思います。 

 

 市教育委員会で、年に２回地域交流研修会を行っています。地域の方々

は、学校の先生や保護者とは全く違った視点で実態を把握しており、かな

り情報をもっています。そのような組織もないがしろにしないようお願い

します。 

 

 中学では、毎週、生徒指導部会が行われ、その時に学年やクラスの状況

などを収集し、学期に１回生徒指導委員会を行い、重要なことについて対

応する、というようなしくみがあります。しかし、小学校の場合はなかな

か毎週１回の時間はとれません。よって、月１回集まり、色々なことを一

挙に取り上げるような体制になっているので、即座に把握するということ

は難しいことがあります。また、実はいじめの事実を知っていたが、から

かい程度だと思って他の先生に言わずに対応したために、解決できていな

かった、などということもあります。このようなことについては、もっと

考えていかなければならないと思います。 

 また、いじめが発覚したのは小学校高学年になってからだけれども、実

は幼稚園、保育園時代からそのような関係ができてしまっていた、親同士

の仲が悪かったためにいじめに発展したなど、様々なパターンがあるの

で、かなり色々なことを調べてなければならない場合もあります。 

 その点で、地域は小さい頃から子供たちを見ているので、とても重要な

情報を持っています。 
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発 言 者 発 言 内 容 

田中市長 

 

 

 

田中部長 

 

 

 

 

 

 

田中市長 

 

 

 

 

 

西澤教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 情報を持っている人も、なかなか言いづらい場合もありますので、普段

から、生徒同士も先生もオープンな関係を築くような意識改革が必要で

す。 

 

 いじめ問題については今後も引き続き注視しなければなりませんが、重

大事態にならないよう協力していくということでお願いします。 

 では最後に、学力向上の取り組みについてです。これは、これまでの総

合教育会議の中でも話し合いがされてきましたが総合計画の中でも学力に

ついて触れておりますので、改めて皆様の考えがあれば伺い、それらをも

とに意見交換をお願いします。 

 

 学力向上のために、「入間市ではこれだけはやっている」というような

ことはあるのですか。例えば、狭山ヶ丘高校では、授業の前に必ず１分間

黙想し、これから何を学ぶのか考えるということをしています。富士見市

でも、１０年後の自分について考えるということをしています。そのよう

に、入間市でも、教育委員会が主導で行っていることはありますか。 

 

 色々と取り組んでおり、その１つとして入間市では、１時間の指導の流

れのパターンを提示し、それについて評価した上で雛形を作り、それを１

年間続けます。その中で、最初に今日の授業の狙いを示し、最後に学んだ

ことを子供たちの言葉で振り返る時間をとろうという取組みをしていま

す。 

 また、小中一貫教育の最終成果の一つが学力向上であるということで進

めています。例えば、中学校の先生が小学校の授業を参観する、あるいは

小学校の先生が中学校の授業を参観することで学んだことを持ち帰り、そ

れを活かしていく、ある小学校の試みを、同じ中学校区内の他の小学校や

中学校でも取り入れる、中学校の定期試験の時期を小学校も家庭学習強化
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発 言 者 発 言 内 容 

 

 

 

 

 

 

田中市長 

 

 

 

高山委員 

 

 

 

 

 

 

 

青山委員 

 

田中市長 

 

高山委員 

 

 

 

西澤教育長 

週間にするなど、小中一貫教育としての様々な取組みがあります。 

 あえて１つにするのではなく、中学校区単位でそれぞれの地域に合った

学び方や学力向上の手立てを追求しているところです。 

 先生方が教室で行っていることを、学校あるいは中学校区の１つの形に

していこうというボトムアップの形で進めています。 

 

 私が武蔵中の時、先生が「今武蔵中の成績が良い」と言い続けていた事

で、自信が持てました。そのように、何か皆が自信を持ったり自慢できる

ようなものがあると良いですね。 

 

 繰り返し申し上げますが、突き詰めていくと、結局、先生方の指導力の

向上しかありません。子供たちが自分から勉強しようと思えるように、指

導力を上げていくことが何より大切だと思います。そのためには、技術を

磨くための機会を教育委員会が補償することが必要だと思います。 

 また、学習においても「切磋琢磨」が必要で、ライバル意識を持つ、友

達の良いところは見習うといったことも伸ばしていかなければならないと

思います。 

 

 家庭学習の定着も重要です。 

 

 塾に学習を任せるというようなことはありますか。 

 

 任せてはいませんが、結果的にそうなってしまっています。親が、勉強

の中身を学校にあまり期待しておらず、勉強は塾に任せるというケースも

あります。 

 

 しかし、全員が塾に行っているというわけではありません。世の中、点
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数にこだわる側面がありますが、満点を取ったからといって世の中に役立

つ人間になるとは限りません。点数も必要ではありますが、点数ばかりに

こだわって入間市の将来を担う子供たちが育つかといえば、なんとも言え

ません。本来は子供たち自身にやる気を出させ、その結果が点数に結びつ

くというのが一番良いのではないかと思います。そういった意味でも、小

中一貫の教育を進めていくことが最終的に学力向上につながると考えてい

ます。 

 

 子供が自ら「勉強しよう」と思うことも重要ですし、先生も自ら「育て

よう」とすることも重要だと思います。 

 

 現在の教育現場では、発達障害の生徒がいたり、家庭環境に問題を抱え

た生徒がいたりと、色々な状況の生徒を相手に教育をしているので、教師

が頑張っても全ての生徒に通じないときもあります。そういったところを

先輩の先生などがサポートし、自信を持たせてあげなければなりません。 

 

 協議調整事項を４つ用意しましたが、これで２つ取り上げさせていただ

きました。残りの２つは来年度に行わせていただきたいと思います。 

 来年度もこの総合教育会議は継続していきますが、皆様からもどのよう

な話題を取り上げたり協議したりしたら良いのかということもお聞きしな

がら進めていきたいと思います。 

 次回は４月下旬を予定しています。内容は、平成２９年に予定している

組織見直しで、教育委員会にも変更があるので、調整させていただきたい

というものであります。 

 今年度は、４回の総合教育会議を開催することができました。ご協力あ

りがとうございました。来年度もよろしくお願いいたします。 

 




